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病院の必要人員数計算票 

 

医師数 

 

病床の種別 期間 病院の区分 
実診療

日数 

患者数 
因数  備考 年間 

延べ 
1日 

平均 

入
院 

療養病床 

平成 24年 3月 31日 

迄 に 届 出 

転換病床以外の療養病床を有する病院 

 

  /３＝   

転換病床を有する病院   /６＝   

 上記病床を有しない病院   /３＝   

一般病床      /１＝   

精神病床 
 規則第４３条の２に規定する病院    /１＝   

 上記以外の病院    /３＝   

結核病床   
 

  /１＝   

感染症病床      /１＝   
 

入院患者合計①   

外
来 

耳鼻咽喉科、眼科又は精神科以外の外来患者    /２．５＝   

耳鼻咽喉科、眼科又は精神科の外来患者    /５＝   

外来患者合計②   

必
要
数 

 （①＋②－５２）／１６＋３＝  端数のまま標準を算定 

療養病床数が病院全体病床数の５０％を越えるもの （①＋②－３６）／１６＋２＝  端数のまま標準を算定 

 

 

薬剤師 

 

病床の種別 期間 病院の区分 
実診療

日数 

患者数 
因数  備考 年間 

延べ 
1日 

平均 

入
院 

療養病床 
  

   /１５０＝  小数点以下２桁切り捨て 

一般病床 
  

   /７０＝  〃 

精神病床 
 規則第４３条の２に規定する病院 

   
/７０＝  〃 

 上記以外の病院 /１５０＝  〃 

結核病床      /７０＝  〃 

感染症病床      /７０＝  〃 

入院患者合計① 
  

外
来 

外来処方箋枚数    /７５＝  小数点以下２桁切り捨て 

外来患者合計②   

必要数 ①＋②＝  （小数点以下切り上げ） 
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看護師 

 

病床の種別 期間 病院の区分 
実診療

日数 

患者数 
因数  備考 年間 

延べ 
1日 

平均 

入
院 

療養病床 

平成 24 年 3 月 31 日 

迄 に 届 出 

転換病床以外の療養病床を有する病院    /６＝  小数点以下２桁切り捨て 

転換病床を有する病院 

 

  /９＝  〃 

平成 24 年 6 月 30 日 

迄 に 届 出 
特定介護療養型医療施設及び特定病院   /６＝ 

 〃 

 〃 

 上記以外の病院   /４＝  〃 

一般病床 
  

   /３＝  〃 

精神病床 
 規則第４３条の２規定する病院 

   
/３＝  〃 

 上記以外の病院 /４＝  〃 

結核病床 
  

   /４＝  〃 

感染症病床      /３＝  〃 

入院患者合計①  （小数点以下切り上げ） 

外
来 

外来患者数    /３０＝   

外来患者合計②  （小数点以下切り上げ） 

必
要
数 

①＋②＝  （Ａ） 

助産師 産科・産婦人科が有る病院は看護師の内適当数を助産師にする  （Ｂ） 

歯科衛生士 歯科医業の有る病院は看護師の内適当数を歯科衛生士にできる  （Ｃ） 

看護補助者 
精神病床を有する病院は、看護師の必要

数の内看護補助者にできる 

｛［精神病床］／４｝ 

－｛［精神病床］／５｝＝ 

（｛ ｝内は小数点切り上げ） 

 （Ｄ） 

看護師・准看護師 （Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ）－（Ｄ）＝   

 

看護補助者  

病床の種別 期間 病院の区分 
実診療

日数 

患者数 
因数  備考 年間 

延べ 
1日 

平均 

入

院 

療養病床 

平成 24 年 3 月 31 日 

迄 に 届 出 

転換病床以外の療養病床を有する病院 

 

  /６＝  〃 

転換病床を有する病院   /9×2＝   

平成 24 年 6 月 30 日 

迄 に 届 出 
特定介護療養型医療施設及び特定病院   /６＝  〃 

 上記以外の病院   /４＝  〃 

 合計①  （小数点以下切り上げ） 

必要数   ①＝   

 

その他 

医療従事者 必要人員基準 必要数 人員数 備考 

栄養士 病床数が１００以上の病院に１人    

診療放射線技師 病院の実状に応じた適当数    

事務員 病院の実状に応じた適当数    

その他の従業員 病院の実状に応じた適当数    

理学療法士 療養病床を有する病院で病院の実状に応じた適当数    

作業療法士 療養病床を有する病院で病院の実状に応じた適当数    

 


